
 ならちゅうしん経営研究会  例会報告 

                   第 389回  研究会 

 

日 時 令和 7年 9月 17日（水）  午後 4時 ～ 午後 5時 30分 

場 所 奈良中央信用金庫  3階 ホール 

講 師   株式会社 協働日本 

           代表取締役社長 村松 知幸 氏 

テーマ   「変化の時代を捉える企業変革」 

         ～外部と内部の融合と超生産性組織への進化～ 

  

 

 最初に、芳仲会長より開講の挨拶があり、「ＤＸは今後の課題であり、人材不足や物価高

に対応するには組織変革の必要がある。経営者である我々が先頭に立って実践していかな

ければならない」と話される。今回は昨年のならちゅうしん経営研究会総会で講演頂いた株

式会社協働日本の村松知幸氏をお招きして「変化の時代を捉える企業変革」と題して企業変

革の必要性と労働付加価値生産性を上げる手法についてお話頂きました。 

 最初に株式会社協働日本の取組みについて説明され、地域企業と協働プロと(株)協働日

本がチームとなって経営課題解決に取組み、通常は１年後を目途に地域企業が単独でやっ

て行けるようお手伝いする手法について話されました。 

 そして、「必ず来る変化」として人が商圏から大幅に減少するのは確定的なことであり、

対応策は「企業変革」しかありません。企業がやるべき事は生産性を上げることであり、 

『生産性＝粗利／労働量』の方程式の中で、粗利を追求（売上の増加・コストの削減）する

よりも、労働量の追求（ＡＩの活用・外部の『知』の活用）する方が効率的ですよと解説さ

れました。 

 ＤＸといってもその機能を入れただけでは変わりません。先ずは組織の「視座」を高める

必要があり、無理にＤＸを進めると組織の抵抗が起こってしまうので、変化を受け入れるコ

ンディション作りが肝心です。「視座」を高める為には、経営者は会社の未来について考え、

経営者と現場の間に立つ部長・課長の「解釈・解像度」を高めることが重要です。現場のコ

ミュニケーションの質や組織力を高めないとＤＸは進まないと力説され、今回の講演が変

化の起点となってもらえたら幸いですと話された。 

 また、株式会社協働日本は令和７年度奈良県中小企業デジタル化等支援事業の業務委託

が決まっておられ、デジタル×経営実践を推進する勉強会５回と伴走支援６回がセットと

なった特別プログラムについて、９月３０日（火）まで申込受付中と案内頂きました。 

現在１０社の枠に対して２０社の申込があり、内容を精査した上で最終は奈良県が採択す

ることになるとの事です。 



 参加者は自社の組織の視座を高めるにはどうすべきか、先ず何をすべきかについて考え

る機会となり、今回の講演が変化の起点となったのではないかと思います。 

以上 

 
 

芳仲会長 ご挨拶 

 

 
 

講師 株式会社協働日本 村松 知幸 氏 

 

 


